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　私は古河市長に就任して以来、行政の基本
である「市民が主役のまちづくり」を実現す
るために職員とともに全力で市政の運営に取
り組んでまいりました。
　今年は、合併10周年の節目の年となりま
す。市民ならびに議会のみなさまとともに、
持てる力や知恵を結集し、古河市のさらなる

未来を見据えた未来を見据えた
まちづくりのスタートまちづくりのスタート

はじめに

　平成27年2月19日から第1回市議会定例会が開かれ、菅谷憲一郎市長が
平成27年度の市政運営の基本姿勢を示す「施政方針」を述べました。ここでは、
市長が示す基本方針と主な事業の内容を要約して紹介します。
　なお、施政方針の全文は、市公式ホームページに掲載しています。

飛躍・発展を目指して未来を見
み

据
す

えたまちづ
くりのスタートを切りたいと思います。
　今後の10年は、少子高齢化や地

ち

方
ほう

創
そう

生
せい

な
どまちの存

そん

立
りつ

を賭
か

けた、重要課題に取り組ま
なくてはなりません。より一層の決意と情熱
を持って市政運営に全力でまい進してまいり
ます。

平成27年度
施政方針
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　わが国が直面する地方創生・人口減少克服
という構造的課題に正面から取り組むため
に、内閣官房に「まち・ひと・しごと創生本
部」が設置され、「まち・ひと・しごと創生
長期ビジョン」が示されました。
　古河市においても、国の戦略を受けて、人
口減少・超高齢化社会への対応および古河市
の特徴を活

い

かした自律的で持続的な社会の創
生への取り組みを推進するため「古河市まち・
ひと・しごと創生本部」を設置いたしました。
　地方創生を実現するためには、地域経済の
活性化に加え、若者が地方で働きながら古河
市に住み、子どもを産み育てる環境を整える
等の少子化対策の視点も重要であると考えて
おります。
　今後、国の策定した「長期ビジョン」と「総
合戦略」を勘

かん

案
あん

しつつ、古河市における人口
の現状を分析し、将来展望を示す「人口ビジョ
ン」と、それを基

もと

に、今後 5カ年の目標や
施策の基本的方向性を示す「古河市まち・ひ
と・しごと創生総合戦略」を策定いたします。

特集  平成27年度施政方針

市政運営の基本方針
　ますます多様化、高度化する市民ニーズを
効率的に対応するためには、きめ細かく迅

じん

速
そく

で柔
じゅう

軟
なん

な事業実施が必要であり、厳しい財政
状況の中で高いコストパフォーマンスを発揮
することが必

ひっ

須
す

条件であります。加えて、市
全体として公共施設等の維持管理・更新等を
着実に推進していくため「公共施設等総合管
理計画」を策定し、中長期的な取り組みの方
向性を示していくとともに、マネジメント体
制を構築してまいります。
　平成27年度の予算編成においては、地方
財政制度を有効に活用するとともに、厳しい
財政事情について全職員が認識を共有し、臨

りん

機
き

応
おう

変
へん

に事業を再構築するなど、これまでに
増して創意工夫を凝

こ

らした予算編成となって
おります。
　組織体制につきましては、事

じ

務
む

分
ぶん

掌
しょう

を一部
改正し、組織のスリム化と効率化を図ります。
企画部を市長公室に名称変更し、喫

きっ

緊
きん

の重要
課題等に対し迅速、かつ的確に対応してまい
ります。
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●古河塾による学習環境の提供
　全小中学校で、通塾していない児童生徒を
対象に放課後学習支援の場を提供します(小
学校1時間、中学校1時間30分)。各校に２人
のサポーターを配置し、児童生徒がタブレッ
トを活用してネット配信された問題を使用し
て学習することを支援します。

●小学校のICT活用の推進
　学力向上を目的にICT機器(タブレット端
末、大型ディスプレイ、実物投影機)を配置
し、デジタル教科書等の教育用ソフトや投影
機等を活用した授業を展開します。

●ティーム・ティーチングによる授業の充実
　児童生徒一人ひとりの個人差や習熟度に応
じた、きめ細かな指導を行います。大規模校
に教育活動指導員を増員し、学校規模に応じ
た指導体制をとります。

●学習環境等の向上
　空調設備の設置、トイレの洋式化改修工
事、校庭のスプリンクラーの設置など、学習
環境の向上を図ります。

●古河勤労青少年ホーム代替施設の建設
　平成28年度の完成を目指して、老

ろう

朽
きゅう

化
か

し
た青少年ホームを解体し、新たに代替施設を
建設します。平成27年度は解体工事、代替
施設の基本・実施設計および新築工事を実施
します。

●(仮称)三和地域交流センターの建設
　平成29年度の完成を目指して、老朽化し
た三和公民館を解体し、新たに(仮称)三和地
域交流センターを建設します。平成27年度
は解体工事、基本・実施設計を実施します。

●古河市子ども・子育て支援財団への支援
　子育て支援施策のさらなる充実を図ること
を目的とした「一般財団法人古河市子ども・
子育て支援財団」の活動に対して支援を行い
ます。

●小児用インフルエンザ予防接種の助成
　子育て支援と肺炎等の重症化を予防するた
め、生後6カ月から18歳を対象に、インフル
エンザワクチン接種料の一部を助成(1,000円
／1回)します。

●子育て支援の拠点構想の策定
　古河赤十字病院跡地を「子育て支援の拠点」
として位置づけ、老朽化した上辺見保育所の
移転を含めた今後の施設整備の基本構想を策
定します。

●20歳までの医療費助成の拡大
　県の医療福祉費支給制度(マル福)対象外の
乳児から18歳までの人に対し、市独自の医
療費助成制度(マル古)で医療費の一部助成を
継続実施します。平成27年度は6月1日から
新たに20歳までの学生に限り、医療費の一
部助成を拡大(所得制限あり)し、子育てにか
かる経済的負担の軽減を図ります。

主な事 業
教育文化教育文化

福祉健康福祉健康

▲3月13日に開催された財団設立総会

◀
基
礎
学
力
の
向
上
と
学
習
習

慣
の
定
着
化
を
め
ざ
し
ま
す
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●防犯カメラの設置
　3カ年で防犯カメラ100基

き

を整備します。
平成27年度は小中学校の通学路を中心に防
犯カメラ40基を新たに設置し、防犯カメラ
を利用した適切な犯罪防止対策を行い、市民
の安全で安心な生活の確保を図ります。

●市内幹線道路の環境美化
　市内の幹線道路の交差点を中心に、定期的
な清掃活動を行い、ごみを捨てにくい環境づ
くりを進めます。

●古河市斎場の環境整備
　斎場利用者の増加に対応するため、斎場南
側駐車場を拡張するとともに、緩

かん

衝
しょう

緑
りょく

地
ち

帯
たい

を
設け、施設周辺の生活環境に配慮した施設と
します。平成27年度は用地取得を行います。

●防災行政無線の整備
　大雨・洪水・暴風などの災害時に周辺住民
に対して防災や避難に関する情報を伝達する
ため、昨年度に引き続き、河

か

川
せん

沿
えん

岸
がん

の公共施
設にデジタル防災行政無線(屋外拡声子

こ

局
きょく

)の
設置等を行います。また、市役所三和庁舎に
ある親

おや

局
きょく

のデジタル化工事を行います。

●合併10周年記念特別事業
　記念式典、プレミアム商品券の発行など、
合併10周年を記念する事業を実施します。
※詳しくは6～7ページをご覧ください。

●古河青年企画提案活動への助成
　青年の柔軟な発
想による地域の活
性化につながる活
動に対して支援を
行い、活力あるま
ちづくりを推進し
ます。

生活環境生活環境

コミュニティ・行政コミュニティ・行政

●企業誘致等に伴う若者・子育て世帯の定
住促進
　企業誘致等に伴う若者・子育て世帯の転入
者に対し、奨励金を交付します。

●市内空き店舗の活用
　市内における商店街等の区域内の空

あ

き店
てん

舗
ぽ

を活用し、魅力ある店舗の出店(改造費補
助・賃借料補助)や集客力向上のためのイベ
ント事業に助成し、商店街等の活性化を図り
ます。

●商工業団体への支援
　市内商工業振興のための事業を実施する団
体や、参加者・店舗・主催者が一体となり商
業振興や定住化・少子化対策、地域振興を目
的とするイベント「古河コン」の開催に対し
補助金を交付します。

●銘柄産地育成への支援
　農協・生産者団体と協力しながら、産地の
PRや銘

めい

柄
がら

農産物の加工による高付加価値化
に向けての取り組みを支援します。

　　　　　　　　　　　　　　

●道路環境の整備
　生活道路の舗装や道路構造物の整備・維持
管理、未改良の生活道路等の整備を行い、地
域住民の利便性と安全性の向上を図ります。

都市基盤都市基盤

▲銘柄産地指定を受けている５品(左から、カボ
チャ、バラ、ニンジン、サニーレタス、ニガウリ)

産業労働産業労働

◀
定
住
化
を
促
進
し
、
活
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す

特集  平成27年度施政方針

▲若者の力で古河を元気に
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　古河市は、平成17年9月12日に古河市・総和町・三和町の1市2町が合併
し、「新」古河市として平成27年9月12日に10周年を迎えます。
　そこで、節目となる平成27年度を合併10周年期間として市全体でお祝いし、
さまざまな事業を推進して市内外に広く合併10周年をアピールします。これ
までの10年間で育

はぐく

まれた地域の絆
きずな

や結束力を糧
かて

に、さらなる飛
ひ

躍
やく

・発展を目
指し、未来を見

み

据
す

えたまちづくりがスタートします。
【問】企画課(総和庁舎)　☎92 - 3 1 11

　合併10周年を記念して、記念式典やプレミアム商品券の発行など、さまざ
まな特別事業を実施します。事業内容は2月18日に発足した「古河市合併10
周年記念事業実行委員会」で審議されました。主な事業は下表のとおりです。
　

　合併10周年記念特別事業を実施します　合併10周年記念特別事業を実施します

№ 事業名 事業内容

1 　合併10周年記念式典 開催期日：10月 2日 ( 金 )
開催場所：中央運動公園総合体育館

2 　市の鳥・市の魚制定
市のイメージアップを図るとともに、市民が長く愛
着を持ち、市のシンボルとなる「市の鳥」「市の魚」
を募集し制定します

3 　古河総合公園　施設愛称募集 市民からより親しまれる施設となるよう、市内施設
の愛称を募集し制定します4 　中央運動公園総合体育館　施設愛称募集

5 　スーパープレミアム商品券発行 国の交付金を利用し、地域活性化のためにプレミア
ム率を付加した商品券を発行し販売します

6 　市勢要覧発行 発行時期：7月
発行部数：2,000 部

7 　市民便利帳発行 発行時期：5月 ( 予定 )
発行部数：72,000 部

8 　原動機付自転車オリジナルナンバープレート
　作成・交付

50cc 以下の原動機付自転車用「オリジナルナンバー
プレート ( ご当地ナンバー )」を作成し、10 月から
交付します

9 　未来の古河展 小学生から未来の古河についての作文・絵画を募集
します

　冠
かんむり

事業とは、市が主催または共催で実施している既存事業を「古河市合併
10周年記念○○○大会」のように、大会名称の前などにつけて、記念の年を
盛り上げ、市のPRに役立てるものです。このほか各種団体からも冠事業を募
集し、市全体で合併10周年を盛り上げていきます。

　「冠事業」で記念の年を盛り上げます　「冠事業」で記念の年を盛り上げます

合併10周年を迎えます
古河市は

★ ★ ★

★
★
★
★
★
★

★
★★★★

★
★
★
★
★
★

★
★ ★

10th
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　記念キャラクターは、古河市出
身のアニメーター・浅

あさ

野
の

恭
きょう

司
じ

さん
が古河公

く

方
ぼう

「足
あし

利
かが

成
しげ

氏
うじ

(幼名：万
まん

寿
じゅ

王
おう

丸
まる

)」の11歳ごろをイメージして描いた
もの。昨年行われた「第2回浅野恭司原画展」
において市に寄贈していただきました。
　古河市は「足利成氏」が1455年にこの地
を拠点として以降、約130年間にわたり関東
の政治・文化の中心となったことから、合併
10周年を機に古河市がさらに発展し、今後も
選ばれるまち・誇れるまちとして歩めるよう、
この「万寿王丸」が記念キャラクターとして
採用されました。

▲成氏の元気な男の子時代をデザイン

▲市職員の名札やイベントで使う
のぼりに活用し、市のＰＲを行い
ます

　古河市出身でアニメ「サイコパス」「進
しん

撃
げき

の巨人」などを手がけるアニメーターの
浅野恭司さん。「合併10周年に関わること
ができて嬉

うれ

しく思います。この万寿王丸
は、成氏の元気な幼少期を描きました。古
河市も今年で10歳。この子と同世代です。
皆さんが『歴史のあるまち古河』を身近に
感じて、ふるさとを思うきっかけになって
ほしいですね」とメッセージをいただきま
した。

キャラクターデザインを手がけた
浅野恭司さんからメッセージ

▲昨年9月27日に行われた「第2回浅野恭司
原画展」でデザイン画を披露する浅野氏

　合併10周年記念キャラクター・ロゴが決定

　記念ロゴは、合併10周年を機
にさらなる市民の一体感を醸成で
きるよう円を基本に、市章の基本

色である「赤」「緑」「青」を使用しています。
　また、多くの人から親しまれるよう、ロゴ
の中心に記念キャラクターである「万寿王丸」
や「市の花」であるハナモモを描いたデザイ
ンとしました。

　2月18日に開催された実行委員会で審議され、記念キャラクターと記念ロゴが
決定しました。今後、さまざまな形で活用していきます。皆さん、ご期待ください。



8  広報古河　2015.4.1

組織機構の改正

古河市の組織機構（市役所の課・室）が古河市の組織機構（市役所の課・室）が
一部変更になりました一部変更になりました

　市では、4月1日から組織機構の一部を変
更しました。課・室の統合による組織のス
リム化と、重点事業に対応する各部署の設
置などにより、さらなる市民サービスの向
上や市への定住促進など、地

ち

方
ほう

創
そう

生
せい

を推進
していきます。
【問】企画課　行政改革推進室(総和庁舎)
　 　☎92 - 3 111

～主な改正のポイント～

　「企画部」を『市長公室』に名称変更します。喫
きっ

緊
きん

の重要課題に対して、迅
じん

速
そく

かつ的確に対応します。

　企業の進出等に伴い、古河市へ
の従業員等の定住を促進するため、
商工政策課内の「企業誘致推進室」
を『企業誘致・定住促進室』に改
めます。
　新たに定住相談窓口として、古
河市「若者・子育て世帯」定住促
進サポートセンターを設置します。

　「古河市児童発達支援事業所」
を『古河市児童発達支援センター
ぐるんぱ』に変更し、健康づくり
課に設置します。児童発達支援の
充実・強化を図ります。

　スポーツ振興課に『茨城国体推
進室』を新設します。2019 年に
開催される茨城国体での競技実施
に向けた取り組みを推進します。

　スポーツ振興課に『茨城国体推
進室』を新設します。2019 年に
開催される茨城国体での競技実施
に向けた取り組みを推進します。

長公室公室 に名称名称変更変更しましますす 喫喫
ききっきっきっ

緊緊
きんきんきんきん

重重要

「企画部」から『市長公室』へ

　企業の進出等に伴い、古河市へ
の従業員等の定住を促進するため、
商工政策課内の「企業誘致推進室」
を『企業誘致・定住促進室』に改
めます。
　新たに定住相談窓口として、古
河市「若者・子育て世帯」定住促
進サポートセンターを設置します。

　「古河市児童発達支援事業所」
を『古河市児童発達支援センター
ぐるんぱ』に変更し、健康づくり
課に設置します。児童発達支援の
充実・強化を図ります。

『企業誘致・定住促進室』の設置

『茨城国体推進室』の設置

『児童発達支援センター』の設置

　教育委員会に『教育環境整備課』
を新設します。小中学校のエアコ
ン等の空調設備を整えるとともに、
パソコンやタブレット端末などの
ICT( 情報通信技術 ) を積極的に活
用し、学校教育の充実を図ります。

　教育委員会に『教育環境整備課』
を新設します。小中学校のエアコ
ン等の空調設備を整えるとともに、
パソコンやタブレット端末などの
ICT( 情報通信技術 ) を積極的に活
用し、学校教育の充実を図ります。

『教育環境整備課』の設置
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新　体　制(平成27年4月1日から)
部 課・室 庁舎等場所

市長公室

秘書広報課 総和庁舎3階
企画課

総和庁舎2階
企画課　行政改革推進室
情報統計課 総和第3庁舎

市民
サービス部

市民サービス課
(市民相談センターを統合)

総和第2庁舎
2階

文化
スポーツ部

スポーツ振興課 中央運動公園
総合体育館スポーツ振興課  茨城国体

推進室(新設)

健康福祉部

高齢福祉課
総和福祉セン
ター「健康の
駅」1階

高齢福祉課  地域包括支援
センター
(高齢福祉課課内室へ変更)
健康づくり課

古河福祉の森
会館健康づくり課  児童発達支

援センター

子ども部 子育て対策課
(子ども政策室を統合)

総和第2庁舎
2階

産業部

商工政策課   企業誘致・
定住促進室 総和第2庁舎

3階
観光物産課
農政課
(農業活性化推進室を統合) 三和庁舎2階

建設部 用地管理課
(地籍調査室を統合) 三和庁舎1階

教育委員会
教育部

教育総務課
(学校給食保健課から保健
係を編入) 古河庁舎2階

教育環境整備課(新設)

学校給食課 学校給食セン
ター

　※組織編成(再編、統合、所属)や名称に変更があった部署のみ掲載しています。

教育
総務課

指導課

教教育環境
整備課
(新設)

区画
整理課

文化課生涯
学習課

国保
年金課
分室

～組織機構の見直し (新旧対照表 )～

　左図のとおり、古河庁
舎2階の配置が変わりま
す。なお、学校給食課は、
学校給食センター (関戸)
へ移動しました。

～古河庁舎2階の配置変更～

➡旧　体　制(平成27年3月31日まで)
部 課・室

企画部

企画課
企画課　行政改革推進室
秘書広報課
情報統計課

市民
サービス部

市民サービス課
市民サービス課  市民相談センター

文化
スポーツ部 スポーツ振興課

健康福祉部

高齢福祉課

地域包括支援センター

健康づくり課

子ども部
子育て対策課
子育て対策課　子ども政策室

産業部

商工政策課　企業誘致推進室

観光交流課
農政課
農政課　農業活性化推進室

建設部
用地管理課
用地管理課　地籍調査室

教育委員会
教育部

教育総務課

学校給食保健課
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　県境を越えた4市町の公共施設相互利用

古河市古河市古河市
加須市加須市加須市

野木町野木町野木町
板倉町板倉町板倉町

関
東
ど
ま
ん
な
か
サ
ミ
ッ
ト
会
議

○加須市民運動公園、鎮
ちん

守
じゅ

前公園　
　☎0480-62-6123(窓口：加須市民体育館)
○花

はな

崎
さき

愛
あた

宕
ご

公園　
　☎0480-66-3981(窓口：花崎コミュニティセンター )
○騎

き

西
さい

中央公園、古
ふる

宮
みや

公園、ふるさと広場、田
た

ケ
が

谷
や

サン・
スポーツランド　☎0480-73-7610(窓口：騎西総合体
育館「ふじアリーナ」) 
○渡良瀬総合グラウンド、柏

かしわ

戸
ど

スポーツ公園　
　☎0280-62-1590(窓口：北川辺体育館)
○大利根運動公園、大利根西部公園、豊

とよ

野
の

台
だい

公園、星
ほし

子
こ

沼
ぬま

公園　☎0480-72-5488(窓口：大利根文化体育館)
○加須市民体育館　☎0480-62-6123
○騎西総合体育館「ふじアリーナ」　 ☎0480-73-7610
○北川辺体育館 　☎0280-62-1590
○大利根文化体育館　☎0480-72-5488 
○北川辺老人福祉センター　☎0280-62-1811 
○北川辺スポーツ遊

ゆう

学
がく

館
かん

　☎0280-61-2299
○北川辺公民館 　☎0280-61-2444
　(窓口：北川辺文化・学習センター「みのり」)

　1月28日、「関東どまんなかサミット会議」を構成す
る埼玉県加

か

須
ぞ

市
し

、栃木県野
の

木
ぎ

町
まち

、群馬県板
いた

倉
くら

町
まち

の首長が
「公の施設の相互利用に関する協定書」に調印したこと
は「広報古河3月号」でお知らせしました。その後、各
自治体の関係条例等を改正し、4月1日から新たに板倉
町の施設も同住民と同一料金で利用できるようになりま
した。
　文化・スポーツなどの公共施設を相互に効率的に利用
して、関東4県の県境に位置する隣接自治体の住民相互
のコミュニケーションを深め、魅力ある圏域の形成をめ
ざします。ちょっと、となりのまちへ足をのばしてみま
せんか？
【問】企画課(総和庁舎)　☎92 - 3 1 11

加須市

◀
図
書
館
、
多
目
的
ホ
ー
ル
、
文
化

活
動
の
３
つ
の
機
能
を
持
つ
北
川
辺

文
化
・
学
習
セ
ン
タ
ー
「
み
の
り
」

23
☎0480-73-7610
0
5488 
0-62-1811 
61-2299
4
「みのり」」))))))

◀
図

活
動

文文文
化

公
共
施
設
の
相
互
利
用
が

公
共
施
設
の
相
互
利
用
が

　
　

４
月
か
ら
拡
大
し
ま
し
た

　
　

４
月
か
ら
拡
大
し
ま
し
た
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○総合運動公園、体育センター
　☎0280-57-4187(窓口：生涯学習課)
○老人福祉センター「ホープ館」　☎0280-57-3100
○公民館　☎0280-57-4177
○文化会館「エニスホール」　☎0280-57-2000
○健康センター「ゆ～らんど」　☎0280-57-0755
○図書館　☎0280-57-2811 

古河市

加須市

板倉町

栃木県群馬県

利根川

渡
良
瀬
川

埼玉県 茨城県

古
河
駅

Ｊ
Ｒ
東
北

東
国
道
４
号
線

北
新
幹
線

本
線

4 野木町

○渡良瀬運動場　☎0276-82-0858(窓口：海洋
センター内スポーツ振興係) 
○B&G海洋センター　☎0276-82-0858
○中央公民館　☎0276-82-2435

○北川辺ライスパーク　☎0280-62-4349
○北川辺郷土資料館
　☎0480-62-1223(窓口：生涯学習課)
○加須文化・学習センター「パストラルかぞ」　
　☎0480-62-1221
○騎西文化・学習センター「キャッスルきさい」
　☎0480-73-3101
○北川辺文化・学習センター「みのり」☎0280-61-2444
○大利根文化・学習センター「アスタホール」
　☎0480-72-1023
○加須図書館 ☎0480-61-8200
○騎西図書館 ☎0480-73-3178
○北川辺図書館 　☎0280-62-4400
○童謡のふる里おおとね図書館「ノイエ」☎0480-78-2211

板倉町 野木町

　　　　▲スポーツの拠点となる
　　　　B&G海洋センター

▲優れた音響効果のエニスホール

●関東どまんなかサミット会議とは？
　昭和63年、旧古河市・旧総和町・旧北川辺
町・野木町の4自治体がまちづくりの情報交
換や共通の課題などを検討し、地域活性化を
めざして「三

み

国
くに

サミット会議」を発足しまし
た。
　その後、各市町の合併等を経て、平成27年
1月28日、群馬県板倉町の加入により「関東ど
まんなかサミット会議」に改称。会議名は古
河市・加須市・野木町・板倉町の4自治体が関
東地方のほぼ中央に位置することから名付け
られました。

●どのようにしたら利用できますか？
　利用できる施設は、加須市の北川辺文化・学
習センター「みのり」など30施設、野木町の文
化会館「エニスホール」など7施設、板倉町の
B＆G海洋センターなど3施設が対象です。施設
ごとに申込方法が異なりますので、詳しくは
各施設または窓口に問い合わせください。

野木野木町町

なる

▲優

群馬県

　 　　
　　 　　

埼玉玉県県

○北川辺ライ
○北川辺郷土
　☎0480-6
○加須文化・
　☎0480-6
○騎西文化・

わんぽいんと解説
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総和高校最後の卒業式・姉妹都市だよりなど

　2月13日～15日、市内小学5・6年生32人
が山形県真

ま

室
むろ

川
がわ

町
まち

を訪問。雪の真室川町を
会場に「少年少女の集い」が行われました。
　雪上での綱引きやスノーモービル乗車体
験、スノーキャンドル作りなど、雪国でし
か味わえない貴重な体験で友情を深めた子
どもたち。「とても楽しかったよ」「また必
ず会おうね」と、3日間の思い出を胸に再
会を誓いました。

▲グループごとに作ったスノーキャンドルに点火

　　　　　真室川町＆古河市　真室川町＆古河市　
　　　　絆を深めた

少年少女の集い
　2月22日、中央運動公園で古河市消防春
季点検式が行われました。消防団員426人
が一堂に会し、服装や姿勢などの通常点検
と消防ポンプ自動車の機械器具点検を実
施。会場には、規律正しい消防団員の聡

そう

明
めい

な声が響きました。
　また、古河鳶

とび

一番組の「はしご乗り、ま
とい振り」や、幼年消防隊による「幼年消
防隊防火の誓い」などが披露され、観衆か
らは拍手が湧

わ

き起こっていました。

市民の安全を守ります市民の安全を守ります

▲一斉放水での機敏な動きは日頃の訓練の賜
たま

物
もの

総和高校34年の歴史に幕総和高校34年の歴史に幕

　3月1日、平成27年度から県立古河中等教育学
校へ完全移行する県立総和高等学校の最後の卒業
式が行われました。最後の卒業生は114人。式で
は、卒業生を代表して生徒会長の岡田優佳さんが
「総和高校は閉校となるが、私たちの母校に変わ
りはない。新しい道へ進むスタートラインに立っ
たところ。中等教育学校の後輩たちには、引き継
いできた伝統に新しい息

い

吹
ぶき

を吹き込んでほしい」
と答辞を述べました。
　昭和56(1981)年4月の開校から34年。全日制
普通科の卒業生8,710人が巣立ち、歴史に幕を閉
じました。 ▲卒業式後に行われた継承式。卒業生から中

等教育学校の生徒に校旗が手渡されました

決意を胸に決意を胸に
最後の卒業生が旅立ち最後の卒業生が旅立ち

◀
保
護
者
や
教
職
員
、
中
等
教

育
学
校
の
生
徒
が
見
守
る
な
か

行
わ
れ
た
最
後
の
卒
業
式

　　　　姉妹都市
だより
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まちの話題まちの話題まちの話題
注目！

プロの味、家庭でも
～メンズcafe講座～

　男女共同参画推進事業として「メンズca
カ

f
フェ

e
講座」が3月7日、はなももプラザ(地域交流
センター )を会場に開かれました。講師は市
内カフェオーナーの須

す

藤
どう

高
こう

揚
よう

さん。男性やご
夫婦など20人が、ペーパードリップコーヒー
の入れ方やチーズケーキ作りに挑戦しました。
参加者はコーヒーの粉の量や湯の注

そそ

ぎ方など
熱心に質問。自分で入れたコーヒーを口にす
ると「おいしい」と驚きの声。「プロの技を
学ぶことができてよかった」「さっそく家族
に飲ませたい」という声も聞かれました。

▲湯を注ぐスピードと蒸らし時間がポイント

　3月11日、東日本大震災の犠牲者の追
つい

悼
とう

と
復興支援の願いを込め「キャンドルナイト
IN古河」が、三和健康ふれあいスポーツセ
ンター噴

ふん

水
すい

前広場で行われました。この催
しは「大好き いばらき 県民会議」が平成24
年度から県内各地で開催しているもので、今
回古河市ネットワーカー等連絡協議会が主催
し、三和地区のコミュニティ団体が協力。約
4,000個のキャンドルに火を灯

とも

すと「3．11」
「絆
きずな

」などの文字が次々と浮かび上がり、参
加者全員で犠牲者へ黙

もく

とうをささげました。

▲人の絆の大切さを、次の世代につなぎます

被災地へ祈りを込め  キャンドルナイト

　うららかな日差しに春めく3月。市内9
中学校で11日に、市内23小学校で20日
に卒業式が行われました。小学校1,254
人、中学校1,243人の卒業生が在校生、
恩師、保護者に見送られ、輝く未来への
第一歩を踏み出しました。
　総和中学校からは187人の生徒が巣立ち
ました。恩師や保護者から励ましの言葉
を、在校生からは感謝の言葉を受け取り
涙ぐむ卒業生も。後輩たちへ母校の伝統
を託し、在校生の合唱に見守られながら、
思い出の詰まった校舎を後にしました。
　4月から始まる新しい生活。希望を胸に
未来へ突き進む皆さんを応援しています。

た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
胸
に

未
来
へ
羽
ば
た
く

▲在校生の贈る言葉を受け、答辞を述べる卒業
生代表(総和中)
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古河で育った
大野さんの
ふる里の思い出

　福島県郡山市にある、日本テレビ系列の福島中央テレビでアナウンサーをしています、

大野智子です。小学2年生の時に古河四小に転入して以来、古河二中、古河三高と、古河

で育ちました。実家は今も古河市にあります。

　私は、女子だけのサッカースポーツ少年団の創立メンバーとして、小学4年生の時に

サッカーを始めました。学年ごとに女子チームが組

めるほどに選手も多く、市内の小学校では女子リー

グが行われていました。夏休みも毎日のように練

習があり、真っ黒に日焼けした小学校時代でした。

中学進学と同時に一度は辞めましたが、テレビ局に

就職してから、サッカー中継のリポートなど、仕

事に役立つと思い再開しました。それが、選手と

して福島県女子選抜チームに選出していただくほ

ど、のめり込んでしまいました。現在はフットサ

ルが中心になりましたが、福島県女子選抜選手として全国の舞台に立つことができました。

また、福島県サッカー協会特任理事として、女子サッカー普及のための活動もしています。

仕事でも、全日本少年サッカー、高校サッカー選手権の中継など、サッカーの知識を活
い

か

せる場面は多く、古河で出会ったサッカーは、私の人生の大きな部分を占めています。

　アナウンサーを目指したのは、今から20年以上前になりますが、「古河の桃むすめ」に

選んでいただいたことが、きっかけでした。古河総合公園には、小さな頃
ころ

からよく遊びに

行っていました。鮮やかなピンクの花桃の時期は特に

大好きで、「桃むすめ」としてその美しさをたくさん

の人に伝えたいと、活動させていただきました。その

中で、人前で表現すること、それが伝わったときの喜

びが感じられ、その後の私の人生の選択に影響を与え

てくれました。また、去年亡くなった祖父が、私が「桃

むすめ」に選ばれたことをとても喜んでいたのも、幸

せな思い出です。今でも私を支えてくれる大切な親友

たちと出会ったのも、古河での高校時代でした。私の

原点のすべてがある古河は、たいせつな大切なふるさ

とです。

▲古河三高時代の親友たちと(後列
左が大野さん)

福島中央テレビ　アナウンサー

大
おお

野
の

智
とも

子
こ

さん
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図書館のオススメ

査を踏まえ、印章の変
へん

遷
せん

の道を
紹介する。
出版社…木

もく

耳
じ

社
しゃ

分類…739オ

◇一般書
・月に捧

ささ

ぐは清き酒
　　　　　　　　小

こ

前
まえ

　亮　著
　尼

あま

子
ご

の猛将として知られた山
中鹿

しかのすけ

介の子息、山中(鴻
こうのいけ

池)新
しん

六
ろく

。
父の死後、商人の道を歩み始め
た彼は清酒の開発に成功。醸造、
輸送、販売を一手に引き受け、
莫
ばく

大
だい

な富を築き……。破
は

天
てん

荒
こう

な
生涯を描く。
出版社…文藝春秋
分類…Fコ

・印章の道
　　　　  　　小田　玉

ぎょく

瑛
えい

　著
　四大文明の発生地の一つであ
るメソポタミアから、各国々や
その民族を経て変化しながら伝

でん

播
ぱ

した印章。その包蔵する歴史
的意義は実に面

おも

白
しろ

い。さまざま
な国や文明の遺跡と出土品の調

◇児童書
・なんでもあらう
 鎌

かま

田
た

　歩
あゆみ

　作
　けんちゃんは、自転車をあら
ってくれたおじさんといっしょ
に、道路や電車がどのようにあ
らわれているのかを見学します。
町の中には、あらうものがいっ
ぱい。次は、どんなものをあら
う所を見に行くのかな？
出版社…福音館書店
分類…Eナ

・希望の海へ
 マイケル・モーパーゴ　作
　イギリスの戦争孤児アーサー
はたったひとりでオーストラリ
アに送られた。過酷な現実を生
きる中にも、散りばめられる愛
や幸せ……。「児童移民」と言
われる人々の実話をもとにした
感動の物語。
出版社…評論社
分類…933キ

古河図書館

～市内の企業を元気に支えるみんなを紹介～
  「 常に向上心を持って臨んでいます」
日本電化工機株式会社勤務　小久保　恭

やす

宏
ひろ

さん

　もともと機械いじりが好きという小久保
さん。専門学校で建築設備を学び、現在の
会社に入社し今年で4年目。主に空調機器
などの製造を手掛けています。
　顧客の発注に合わせて製品を作るため、
同じ製品はありません。図面に合わせて配
線や組み立てをしていきますが、ベテラン
の先輩のようにスムーズにいかないことも。
　それでも「好きな仕事なので楽しく、時
間が経

た

つのが早い」と語ります。空調機器
の世界で働き始めたきっかけは、専門学校
で出会った講師の先生。「空調機器のマイ
スター」としてあらゆる質問に的確に答え
る専門性の高さに感銘を受けたとのこと。
ユーモアあふれる人柄で、小久保さんより
も50歳も年上ですが、今でもときどき一
緒に飲みに行くそうです。

　今後は、知識と経験を積み重ねて「語る
だけではなく、自分の手で仕事ができる人
になりたい」と話します。「自分の中で『こ
こまででいい』と決めてしまうのではなく、
『生きている間は常に勉強』と考えて、周
囲の人から学ぶ姿勢と向上心を忘れずにい
たい」。力強い言葉と生き生きとした表情
が印象的でした。

■プロフィール
　周囲の人を笑わせ
ることが大好き。趣
味のスノーボードは
昨冬だけでも5、6
回は行きました。
31歳・上和田在住。
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　今年は徳川家康没後400年　

　平成27(2015)年は、徳川家康没後400年
(400回忌)の節目にあたります。
　家康ゆかりの地である静岡県静岡市・浜松
市、愛知県岡崎市などでは、さまざまな「徳
川家康公顕

けん

彰
しょう

四百年記念事業」が行われてい
ます。
　ところで、家康を祀

まつ

る東
とう

照
しょう

宮
ぐう

といえば、や
はり、極

ごく

彩
さい

色
しき

の彫刻群が参
さん

詣
けい

者
しゃ

を魅
み

了
りょう

する陽
よう

明
めい

門
もん

が有名な日光東照宮を思い浮かべますね。
　しかし、日光以外にも各地に東照宮がある
ことをご存じですか？　家康が最初に祀られ
た久

く

能
のう

山
ざん

東照宮(静岡県静岡市)をはじめ、古
河市から比較的近い距離ですと、上野東照宮
(東京都台東区上野公園)、世

せ

良
ら

田
だ

東照宮(群馬
県太田市)、仙

せん

波
ば

東照宮(埼玉県川越市)などが
挙げられます。

　徳川将軍の日光社参と古河　

　江戸時代、徳川将軍や大
おお

御
ご

所
しょ

(隠
いん

居
きょ

した前
将軍)、西の丸大

だい

納
な

言
ごん

(将軍の継
けい

嗣
し

)が家康の命
日にあわせて日光東照宮へ参詣することを
日
にっ

光
こう

社
しゃ

参
さん

といい、合計19回実施されました。
　日光社参は宗教的行事であると同時に、将
軍家の権威を広く知らしめるという政治的背
景があったため、供

ぐ

奉
ぶ

する大名・旗本や動員
される人馬の数は膨

ぼう

大
だい

でした。計画・準備の
段階を含めると、莫

ばく

大
だい

な費用支出を伴うため、
4代将軍家

いえ

綱
つな

までに16回行われましたが、そ
れ以降、幕府財政が厳しくなると実施の頻

ひん

度
ど

は低下していきました。
　将軍の旅

りょ

程
てい

は、江戸城を発
ほつ

駕
が

すると日
にっ

光
こう

御
お

成
なり

街
かい

道
どう

を進み、武
む

蔵
さし

国
のくに

岩
いわ

槻
つき

城
じょう

(埼玉県さいた

ま市)で宿泊、2日目は日光道中を進み下
しも

総
うさ

国
のくに

古河城(茨城県古河市)で宿泊、3日目は下
しも

野
つけ

国
のくに

宇都宮城(栃木県宇都宮市)で宿泊し、4日
目で日光山に到着する、3泊4日の旅でした。
　また、将軍とは別ルートで日光登山(往
路)・下山(復路)する大名・旗本もいましたが、
彼らが利用したのが、現在の三和地区を南北
に縦断する日

にっ

光
こう

東
ひがし

街
かい

道
どう

(現：県道17号結城野
田線)です。三和地区では、谷貝・仁連・諸
川の3町に宿場町が置かれていました。
　日光社参に伴う休息・昼食・宿泊・人

じん

馬
ば

継
つぎ

立
たて

を古河市域でみた場合、古河地区の日光道
中古河宿、三和地区の日光東街道谷貝・仁
連・諸川町が重要な役割を果たしていたので
す。

　日光東街道と谷貝・仁連・諸川町　

　日光東街道は、正式名称を「関
せき

宿
やど

通
どおり

多
た

功
こう

道
どう

」といい、水戸街道の小
こ

金
がね

上
うえ

町
ちょう

新
しん

田
でん

の追
おい

分
わけ

を起点とし、北原新田の追分で日光道中に合
流する宿場数10宿、総距離20里

り

34町
ちょう

(約82
㎞)の脇街道です。三和地区では、谷貝町・
仁連町・諸川町に宿場機能である本

ほん

陣
じん

・問
とい

屋
や

場
ば

が設置されていました。谷貝町の本陣・問
屋は名

な

主
ぬし

初見家が、仁連町の本陣・問屋は名
主鈴木家が、諸川町の本陣は名主中村家、脇
本陣は小林家、問屋は両家が交代でつとめま
した。
　そのため、仁連町鈴木家、諸川町中村家・
小林家には、享

きょう

保
ほう

13(1728)年8代将軍吉
よし

宗
むね

・安
あん

永
えい

5(1776)年10代将軍家
いえ

治
はる

・天
てん

保
ぽう

14(1843)
年12代将軍家

いえ

慶
よし

の日光社参に関する古
こ

文
もん

書
じょ

・古
こ

記
き

録
ろく

が多く遺
のこ

されています。

日光社参と日光東街道
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　植村出羽守の宿割と関札　

　人馬を宿場間でリレー方式に継
つ

ぎ送ること
を人馬継立といいます。仁連町と諸川町は合

がっ

宿
しゅく

扱い(2宿で1宿分の継立を行う)で、継立に
特別なルールがあり、登山時には仁連町、下山
時には諸川町がそれぞれ分担して行いました。
　天保14(1843)年の社参では、登山時に日
光東街道仁連町で人馬継立を行った大名は
12家、高

こう

家
け

1家でした。下山時は継立ルール
に従うと通行する大名家は、諸川町で継立し、

仁連町を通過しますが、大
やま

和
と

国
のくに

高
たか

取
とり

藩
はん

主
しゅ

植
うえ

村
むら

出
で

羽
わの

守
かみ

家
いえ

教
のり

のみ下山途中の4月21日に仁
連町で宿泊しました。このと
きの宿

しゅく

割
わり

に関する資料による
と、割り当てられた宿

しゅく

所
しょ

は、
出羽守の御

ご

座
ざ

所
しょ

となった本陣
と、家臣の下

した

宿
やど

とを合わせて
27軒、総勢548人もの大人数
の宿泊でした。宿泊人数の多
い順に、本陣58人、吉

きち

左
ざ

衛
え

門
もん

43人、本陣店39人、妙
みょう

厳
ごん

寺
じ

36人となっています。
　ところで、ダブルブッキン
グを避け、本陣に誰

だれ

が宿泊し
ているのか知らせるため、宿
泊者名を記載し、門前に掲げ
た木札を関

せき

札
ふだ

と呼びます。仁
連町本陣には「植村出羽守
泊」と墨

すみ

書
がき

された関札も遺さ
　　　　　　　れています。

　仁連町本陣善右衛門の御目見と心付け　

　仁連町本陣鈴木善
ぜん

右
え

衛
も

門
ん

は、このとき、植
村出羽守より御

お

目
め

見
みえ

(拝
はい

謁
えつ

)を命じられていま
す。記録には「御

お

目
め

見
みえ

被
おおせ

仰
つけら

付
れそ

候
うろう

、敷
しき

居
い

際
ぎわ

迄
まで

罷
まかり

出
いで

、御
ご

家
か

老
ろう

御
おん

取
とり

次
つぎ

、五
ご

百
ひゃく

疋
ぴき

頂
ちょう

戴
だい

、外
ほか

ニ
に

弐
に

百
ひゃく

疋
ぴき

問
とい

屋
や

場
ば

」とあり、本陣の書院敷居際ま
で罷

まか

り出て、家老の取り次ぎで金500疋
ぴき

を頂
戴したことがわかります。今で言うところの、
チップですね。また、別に仁連町の問屋場へ
も200疋下されましたが、その目録も現存し
ています。
　植村出羽守の宿泊を終えた仁連町は、前年
4月より本格的に始動していた社参に関する
仕事にひと段落しました。しかし、その後も
処理するべき事案が山積みしており、すべて
が完了したのは天保14年6月5日でした。

三和資料館学芸員　白石謙次

▲日光道中古河宿、日光東街道谷貝・仁連・諸川町部分
(「日光御社参三海道絵図」諸川中村家文書より)

▲植村出羽守
関札(仁連鈴木
家資料より)

▲植村出羽守宿割部分(「日光御社参御用留」
仁連鈴木家文書より)
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　女性の心と体に大きな変化
をもたらす妊娠期間中は、ふ
だんより一層健康に気をつけ
る必要があります。
　特に気がかりなことがなく
ても、定期的に妊婦健康診査
を受けて、お母さんとおなか
の赤ちゃんの健康をチェック
することが大切です。

　妊娠の可能性があるときは、
早めに医療機関を受診しまし
ょう。妊娠と診断されたら市
役所の窓口で妊娠の届出を行
い、「母子健康手帳」と「妊
婦健康診査受診票」の交付を
受けましょう。マタニティス
クールや両親学級など、妊娠
期からの各種母子保健サービ
スの情報提供も行っています。
【母子健康手帳の交付窓口】
・古河福祉の森会館(健康づ
くり課)
・古河庁舎(国保年金課)
・総和庁舎(国保年金窓口室)
・三和庁舎(国保年金窓口室)

　妊娠期からお子さんが小学
校に入学するまでの母子の健
康記録手帳です。妊婦健診や

乳幼児健診、予防接種の接種
状況等も記録されます。
　また、妊娠中のお母さんの
健康やお子さんの健

すこ

やかな成
長を応援するために役立つ情
報が、わかりやすく記載され
ています。
　妊娠期間中や出産、誕生日
など、成長を感じる折々の気
持ちを記録できる欄もありま
す。お母さんとお子さんの宝
物になりますので、大切に保
管しましょう。

　妊娠中は、普段より一層健
康に気をつけなければなりま
せん。お母さんの健康状態や
おなかの赤ちゃんの発育状態
を定期的に確認し、無事に出
産を迎えるためにも、妊婦健
診をきちんと受けましょう。
妊婦健診では、おなかの赤ち
ゃんの成長の確認や、お母さ
んの身体計測、血液・血圧・
尿などの検査を行います。
　市では、妊婦健診の費用負
担軽減を図るため「妊婦健康
診査受診票」を交付していま
す。厚生労働省が標準的な健
診回数として定める14回分
を、公費で助成(上限額あり)
しています。なお、里帰り出
産など県外の医療機関等で受
診票が使えない場合は、窓口
でお支払いただいた後に、指
定の口座に所定の金額を振り
込みさせていただく償還払い
の制度をご利用ください。

　妊娠中から産後にかけて、
心身の負担や育児不安が生じ
やすい時期に、安心して妊
娠・出産・育児に取り組める
よう、妊娠期から継続してサ
ポートを行っています。
　妊娠の届出を行った人には、
母子保健コーディネーターや
保健師等が連絡させていただ
くことがあります。また、妊
娠や出産、育児についての相
談は、健康づくり課へ気軽に
ご連絡ください。

　　　　　

　　　　　
　皆さんは「マタニティマー
ク」を見かけたことはありま
すか？　これは妊婦または出
産後間もない産婦であること
を周囲の人に知ってもらい、
周囲の人が配慮しやすくする
ためのマークです。　
　

　　　　　　　健康づくり課

健やかな妊娠と出産のために
　　～妊婦健診は
　　きちんと受けましょう～

産前・産後
サポート事業

妊娠届

母子健康手帳

妊婦健康診査

ご存じですか？
マタニティマーク

▲マタニティマークは
妊産婦にやさしい環境
づくりを推進しています
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表紙写真

人  口

古河市データ

　ネーブルパークでは木々も
すっかり芽吹き、まもなく新
緑の葉が茂る季節となります。
　今回は、その中にたたずむ
研修センター「平成館」の宿
泊施設と研修施設を紹介しま
す。
　平成館はお一人様から、ご
家族連れ、合宿などの大人数
までさまざまなお客様のご利
用ができます。和室が6部屋、
洋室が10部屋、最大94人の
宿泊が可能です。部屋には、
冷蔵庫、バスタオル、歯ブラ
シなども用意してあります。
そして、大浴場で１日の疲れ
を癒

いや

した後は、館内にある緑
に囲まれた解放感あるレスト
ラン「木

こ

立
だち

」で、四季折々の
ボリューム満点のお食事をお
召し上がりください。
　研修施設は、講義室(1階・
64席)、研修室(2階・72席)
の２会場を備えてあります。

講義室・研修室ともに、用途
に合わせOA機器を用意。マ
イクやスクリーン、プロジェ
クター等の備品は無料で利用
できます。研修後は食事、さ
らに宿泊もできますので、ぜ
ひご利用ください。
　宿泊施設および研修施設の
予約は下記へ問い合わせくだ
さい。平成館スタッフ一同、
皆さんのお越しを心よりお待
ちしています。
【宿泊料金】
大人1泊4,000円(素

す

泊
ど

まり)～
※食事は別途要予約。
※小中学生・幼児も承ります。
【研修施設利用料】
3,150円～(午前・午後・夜間
区分があります。要確認)

【問】ネーブルパーク研修セ
ンター「平成館」
☎91 - 2 080

　　　新緑に囲まれた空間
　　　　　研修センター「平成館」を
　　　　　　　ご利用ください

▲小会議から各種研修まで、目的に
あわせて利用できます ( 写真は講義
室 ) ▶ホテルのようなロビー。「くつ
ろぎ」と「やすらぎ」の空間です

（3月1日現在）住民基本台帳から

総人口… 145,031人 （－    8）
男…………72,910人 （＋  24）
女…………72,121人 （－  32）
世帯数…58,300世帯 （＋  69）

（　）内は前月比

　春は、出会いと別れの季節。
写真は3月11日、総和中学校
で行われた卒業式で撮影した
一枚です。式典終了後、友人
や恩師らと記念撮影をしたり、
3年間の思い出を語りあった
りして、別れを惜

お

しむ光景が
見られました。
　また、この日は東日本大震
災から4年を迎え、日本各地
で追

つい

悼
とう

の祈りに包まれた日で
もありました。
　輝く未来への第一歩を踏み
出した卒業生の皆さんには、
人と人との絆

きずな

を大切にし、震
災の事実と平和を望む気持ち
を後

こう

世
せい

に伝えていってもらい
たいと願っています。

　「古河」の書体は、篆
てん

刻
こく

に
用いる古い文字のひとつで、
小
しょう

篆
てん

といいます。中国全土を
統一 ( 紀元前 221 年 ) した秦

しん

の始
し

皇
こう

帝
てい

が公式に採用した書
体です。

表紙の題字について



(食生活改善推進協議会)

〈1人分〉
エネルギー＝56kcal
タンパク質＝1.2g
脂質＝0.2g
カルシウム＝17mg
食塩相当量＝0.3g

カレー酢漬けレンコン
＜高血圧予防食＞

))))))))

❶ レンコン200ｇは5㎜厚さの半月切りにし、
水にさらしてアクを抜き、さっと下

した

茹
ゆ

です
る(約3分)。
❷ 鍋
なべ

に水100cc、酢150cc、砂糖大さじ1、塩
少々、カレー粉小さじ2、小口切りにした赤

あか

唐
とう

辛
がら

子
し

1本を合わせて煮
に

立
た

てる。火からおろ
して❶ のレンコンを入れ、10分ほど漬

つ

ける。
❸ 保存容器に汁

しる

ごと移して粗
あら

熱
ねつ

をとって、冷
蔵庫で十分に冷ます。
❹器に盛り付け、漬け汁を適量かける。
　　　　　　　　　　　　　　　＜4人分＞

20  広報古河　2015.4.1 再生紙を使用しています。 環境にやさしい大豆油インキを使用しています。
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須永　晴
はる

翔
と

くん（1歳3カ月・桜町）

　4つ上の兄・翔
しょうや

也のことが大好きな晴翔。
パパとママは2人の笑い声と笑顔が大好き♥
最近は、お話もたくさんしているね。お出掛
けすると、近くにいる人に手を振って愛

あい

嬌
きょう

を
振りまいています。いろいろな人から愛され
る人になってね！　(父：鉄也　母：まゆみ)

　

戸こ

外が
い

で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に

遊
ん
だ
り
、
お
散
歩
に
出
か

け
た
り
す
る
の
に
気
持
ち
の

よ
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
体
を
動
か

す
こ
と
が
大
好
き
で
す
。
い

ろ
い
ろ
な
遊
び
を
楽
し
ん
で

み
ま
せ
ん
か
？

●
子
ど
も
た
ち
の
成
長
に

と
っ
て
、
運
動
遊
び
は
と
て

も
重
要
で
す

　

運
動
遊
び
は
、
か
ら
だ
を

動
か
す
こ
と
自
体
が
楽
し
み

で
あ
り
「
体
格
の
向
上
や
身

体
的
発
達
に
役
立
つ
」
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

脳
や
神
経
系
が
急
激
に
発

達
す
る
乳
幼
児
期
の
運
動
遊

び
は
「
生
き
る
力
」
を
支
え

る
「
健す

こ

や
か
な
体
」「
豊
か

な
心
」
を
育

は
ぐ
く
む
基
盤
と
な
り

ま
す
。

　

す
べ
り
台
や
ブ
ラ
ン
コ
、

鉄
棒
な
ど
、
全
身
を
使
っ
て

遊
ぶ
こ
と
に
よ
り
「
体
の
バ

ラ
ン
ス
を
取
る
動
き
」
を
、

走
る
・
跳
ぶ
・
登
る
・
下お

り

る
こ
と
に
よ
り
「
体
を
移
動

す
る
動
き
」
を
そ
れ
ぞ
れ
経

験
で
き
ま
す
。

　

い
ろ
い
ろ
な
運
動
遊
び
を

楽
し
む
こ
と
で
、
た
く
さ
ん

の
経
験
を
さ
せ
て
あ
げ
た
い

で
す
ね
。

●
散
歩
に
出
掛
け
て
み
よ
う

　

家
の
中
で
ゲ
ー
ム
な
ど
で

遊
ぶ
こ
と
が
多
く
な
っ
て
ま

せ
ん
か
？　

天
気
の
よ
い
日

に
は
、
親
子
で
散
歩
に
出
掛

け
て
み
て
は
い
か
が
し
ょ
う

か
。
歩
く
こ
と
は
子
ど
も
た

ち
の
発
達
に
と
っ
て
欠
か
せ

な
い
運
動
で
す
。

　

日
ご
ろ
、
車
な
ど
で
通
り

す
ぎ
て
し
ま
う
景
色
も
、
歩

い
て
み
る
と
違
っ
た
景
色
に

映
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の

目
で
見
た
い
ろ
い
ろ
な
発
見

を
、
親
子
で
楽
し
ん
で
み
て

く
だ
さ
い
。

　

外
へ
一
歩
出
て
み
る
と
、

新
し
い
発
見
が
盛
り
だ
く
さ

ん
で
す
よ
。

　
　
　
　
　
　

第
四
保
育
所

からだをたくさん動かそう


